
分野 評価の観点

提案テーマ数及び難易度

本事業の目的を理解し，それを実現するために適切な企画提案内容である
か

作業スケジュールは具体的かつ実現性はあるか

業務の実施体制は，適切か

過去の実績は十分か

最新のセンシング技術，エッジコンピューター，通信技術，クラウド，ロ
ボティクス，ＡＩなどを活用した提案となっているか

既存あるいは類似する技術の調査・分析が十分になされているか

その他の工夫はなされているか

効果予測
スマートファクトリー実現による業務の効率化等に対し，定量または定性
的な予測がなされているか

デジタル化によって対象を可視化，モデル化，ソフトウェア化，システム
化していくことにより，他への展開が可能となる計画となっているか

実証実験終了後，継続して発展的な活用ができる計画となっているか。

本業務委託の見積額 イニシャルコストの価格根拠が明確であり，妥当な価格であること

設備導入の見積額 設備導入の価格根拠が明確であり，妥当な価格であること

３　システム構築

挑戦価値

汎用性

４　価格

「スマートファクトリー実証実験」業務
提案書評価基準

１　事業全般

スマートファクトリー導入の狙い

２　事業実施体制

事業実施体制


